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あつぎの伝統芸能が一堂に集結 

第 24回郷土芸能まつり 

 里神楽やささら踊り、人形芝居など、市内の郷土芸能団体が集結して伝統あ

る芸能を披露する「郷土芸能まつり」を開催します。 

 

１ 日時 

郷土芸能発表会    ＝10 月 18 日（日） 13 時 30 分～15 時 50 分 

    相模人形芝居特別公演＝11 月 15 日（日） 13 時 30 分～15 時 30 分 

２ 場所 

    文化会館・小ホール（恩名 1-9-20） 

３ 主催・共催・後援 

    主催＝厚木市 

共催・後援＝市郷土芸能保存会、県教育委員会、県民俗芸能保存協会 

４ 概要 

   (1) 郷土芸能発表会 

市内５団体（相模里神楽垣澤社中、長谷ささら踊り盆唄保存会、愛甲さ

さら踊り盆唄保存会、法雲寺酒井双盤講、宮郷太鼓保存会）が一堂に会し、

芸能を披露します。 

(2) 相模人形芝居特別公演 

国の重要無形民俗文化財に指定されている相模人形芝居の林座、長谷

座に加え、人形浄瑠璃を演じる「あつぎひがし座」が、義太夫節、三味線

と共に演目を披露します。 

５ ＰＲしたい内容、事業のポイント、前回との違いなど 

 ・郷土芸能まつりは、今年で 24 回目の開催となります。 

  ・郷土芸能発表会では市内の団体が集結するため、異なる演目を一度に鑑賞

できます。 

 ・相模人形芝居の特別公演では、迫力ある生の義太夫節と三味線に合わせた

臨場感ある芝居が楽しめます。 

６ 添付資料 

ちらし 

本資料の問い合わせ先 

産業文化スポーツ部 文化魅力創造課 

課長 熊坂 修 電話 046-225-2429 


